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 これは昭和3年の時代の子安周辺の地図です。真ん中の赤枠の中は「浅野学園」です。以前にもト

マソン隊で取り上げましたが、浅野セメントや日本鋼管、東亜建設工業などの創始者、「浅野総一郎」

氏がコンクリート工法講習所として開校した学園だ。高校野球も進学率も最近頓に有名になってきた

浅野学園だが、起伏のある山の中に校舎がある、最近ではあまり見かけない環境を持つ学園だ。 

立地条件もよい。眼下に昔は子安の浜が見えただろうが、昭和3年の時代には、もう日本石油のプ

ラント群が地図上で見て取れる。国道15号線に市電が走っているし、市電の終点「生麦」の前に麒麟

麦酒の工場群も見える。ここは今でも夜になると、このビール工場や石油の精製工場のプラントの灯

りが、何と言えぬノスタルジックな夜景を形作っている。横浜の夜景十景に入っていないのが不思議

なくらいだ。以前、ここから開港記念の花火大会を見てやろうと出かけたが、花火は良く見えるが小

さくしか見えないのが残念であった。 

やはり花火は頭上から降り懸かるくらいのものでないと、迫力が無いね。 

by うさお 品川宿編 
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これが、昭和22年頃の米軍が撮影した同地点のところ。終戦直後ね。黄色の枠内が浅野学園。 

平成21年の写真だが、色が付いている方が学園全体を理解し易い。戦時中も艦砲射撃や空襲にも遭

日産グランド 

横浜マリノス 
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わなかったようだ。学園の中央付近にあるブルーシートのところは、首都高環状２号線の工事中の

箇所で、トンネルの坑口になるのだ。破線が首都高の分岐線が延びて来るところだ。 

で、何を言いたいのかというと、この学園の西側の小高い丘に着目して欲しいのだ。ここに戦争遺

跡が残っている。防空壕の跡だ。それをご紹介したい。（一点鎖線で囲まれた丘） 

 

 子安と言う町は、元々が漁師町だっ

た所為で、網元風のお宅が幾つか現存

している。 

 ここもそのようなお宅だ。 

黒板塀に見越しの松なら、「切られの与

三」と「お富さん」だが、ここは建物

の壁が黒板塀で、料亭みたいだった。 

 

 

 

 

 

 その坂を上る途中にあるのが、コンク

リートの小屋に収まったお地蔵さん？ 

夜中に見たなら、ちょいと恐いかも。 

 

 

 

 坂の上から見るとこんな感じだ。 

何のためにこんな樹木の中にって思わない

かい？稲川淳二に語って貰いたいところだ。 

 

 さて、坂を上って日産グランドと横

浜マリノスのグランドの間を歩いてい

くと、東側に浅野学園の丘が見えてく

る。この鬱蒼とした森がそれ。着目し

てほしいのは、道路との境のコンクリ

ート雍壁だ。近づいてみよう。 
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おお、ある、ある。防空壕を塞いだ跡が。 

結構沢山あるぞ。 

もう少し近づいてみてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 何か碑文が残っているぞ。 

 

 

 

戦争遺跡･防空壕 

大平洋戦争中、本校の“銅像山”には、本校（浅野綜

合中学）生徒や地域の人々がアメリカ軍による空襲から

逃れたり日本鋼管株式会社等の機密資料を保管したりす

るために日本軍や本校生徒の勤労作業によって数個の防

空壕が作られた。 

ここは、その場所の一部である。当時、生徒たちの防空

演習では、学年別防空壕への避難訓練も行われていた。 
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1945（昭和20）年5月29日の横浜大空襲

では、防空壕内に待避した大勢の人たち

は、火と黒煙が渦巻く横浜市内の惨状、

そして焼夷弾が火を噴き焼け落ちる学

園の校舎を涙して眺めていたという。 

今日に伝わる”戦争遺跡”として後世に

残すものである。 

浅野学園 

2004（平成16）年8月 

 

 この碑文は比較的新しい時に作られ

ている。でも2000年くらいまで防空壕が

口を開いていたとは思えない。 

この辺りは日産の社員住宅が多かっ

たところで、日産グランドなどがある。 

 

この雍壁はこの新興住宅街のところ

で、折れ曲がっている。伸び上がって覗

き込んで見たが、こちらのお宅の裏庭に

防空壕跡があるかどうかは判らなかっ

た。更に行くと雍壁が浮き上がっている

処があった。どうやらここが終点らしい。 

 この海に面した道路をここで曲がる

と、今の防空壕跡に辿りつく。この丘は

鳥獣保護区で、浅野学園の生物部の活動

はとっても有名らしい。 

 浅野学園から海側を望むと、ENEOSの

石油プラントが見えます。住宅が多くな

ったなあ。高速道路の下にある貨物線に

ついても触れたいけど次の機会に。 
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前回は大井町駅に

近接するJR東日本総

合車両工場を中心に

ご紹介しました。 

しかし、うさおの記

憶では何やら前に全

部を説明しちゃった

と思い込んでいまし

たが、どうもそうじゃ

ない見たい。 

多少不可解な気持ち

もありますがご紹介

を･･･。 

 

まずは喫茶店から出発です。ゼームス坂を

目指して下っていきます。何の変哲も無い普

通の街並みです。 

坂道にもゼームス坂と記してあり、何やら

お洒落に見える所為か、色々な建物の名前に

この坂の名前が使われておりました。 

 

 ゼームス坂に辿りつくと、三越ゼームス坂

マンションの入り口にひっそりと碑文があ

りました。 

このマンションは英国人ジョン･Ｍ･ジェ

ームス邸跡地だとか。 

ゼームス邸跡地について 

 此の処は南品川英国人ジョン･Ｍ･ジェームス邸跡

地である。 

Ｍ･ジェームスは慶応二年二十八歳の時来日した。そして坂本竜馬等とも知り合い後に日本海軍創設

に貢献し明治五年海軍省雇入れ以降幾多の変遷を経て住いを此の地に構え隣人に慕われつつ明治四

十一年七十歳にて没した。墓は身延山本道裏山に在り「日本帝国勲二等英国人甲比丹ゼームス之墓」

と刻まれている。（以下略）･･･ 更に歩を進めることとしましょう。 
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 この碑の前に、高村光太郎の「レモン哀歌」

の碑が建っている。 

 

 高村智惠子の碑文は足元にある。皆が碑を

踏みにじりながら高村光太郎の碑を眺める

ことになる。周りを土ではなく、石畳にすれ

ば、こんなイメージにはならないのに、雨の

後は悲惨だなあ。 

 

 

 

 

 親切なお巡りさんに道を聞く。地域に密着して 

いるかのような人の良さそうな小父さんで、色々 

な見所を教えてもらった。尤も、江戸時代からの 

遺跡はないかとの質問は難しかったかも。 
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 申し遅れましたが、歩いて辿った跡は

赤の破線の通りです。 

青の破線丸は本文に示した名所旧

跡？です。 

 この日は日差しも強く、暑かった

ため、余り散策する気になれなかっ

たが、歩いた。 

 こんなに歩いたことはめったに無

く、Caccoは完全にばてていた。いつ

もは車で移動するため、または直ぐ

喫茶店に入っちゃうため、こんなこ

とにはならないのだが喫茶店が無か

ったのだ。 

 

 次に訪れたのが湍運山天龍禅寺（前回

もご紹介）。ここは煉瓦塀が有名なとこ

ろです。 

 関東大震災ではやはり被害が在った

ようで、真ん中辺に大きなひび割れが入

っていた。 

 

上の地図の青丸の「天龍禅寺」とある

ところだ。 

 

 

 煉瓦は澁澤榮一が深谷に工場を作っ

たことで、明治の時代に爆発的に使われ

るようになった。この色合いは他の建設

用資材では表しようがない。 

 このお寺さんの近くに、馬頭観世音の祠がありました。

品川という地名には、発展し続ける近代都市的な響きがあ

るが、どうやら実態は「古き良き江戸」を色濃く残してい

るしもた屋の町であるらしい。 

 ご近所の方も信心深くいらっしゃるようで、お花、蝋燭

など絶やされていない。祠の扉の開け閉めでさえも、毎日

なれば大したものだ。 
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 海蔵寺には多くの無縁佛や、首塚、関東大震

災の被災者、京濱鉄道轢死者などの慰霊碑が

多くある。 

 気の弱いうさおは境内を通って深夜に、家

に帰るなんてことは出来ないだろう。 

 多くの霊を背負って帰る･･･玄関を開けた

とたん、あら、何方か御一緒なんですかって

言われたら腰が抜けちゃうよ。首塚かと思っ

てカメラを向けたら、駐車禁止の石だった。 

 

 国道１５号線を横断し、緩や

かな坂を上り東に向かうと、日

蓮宗自覺山海徳寺があります。 

この寺には幕末の遺物が色々残

っていますよ。 
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このお寺さんの参道はとても狭く、民家が肉

薄しています。もちろん境内もそう広いもの

ではなく、大変手狭です。 

ここに台場から持ってきたとか、船に積ま

れていた砲を飾ってあった。 

 隣にある碑は、明治39年12月9日の軍艦「千

歳」が突風のため転覆し、乗組員65名、見送

人15名の計83名が亡くなったものによる。 

「千歳」は米国のユニオン鉄工所（サンフラ

ンシスコ）に発注された防護巡洋艦で、年明

けに渡米する予定だった。 

また江戸時代からの神仏の御影や御札の、板

木が残されていることでも有名であり、品川

区指定有形民族文化財に指定されている。 

 こんな風に何かを祀った碑と、当時の建て

看板のイミテーションがあります。ここの銀

杏木も春の桜も有名だそうです。 

 この寺が有名なのは、「ホームラン地蔵」

があること。昭和23年生れの岩崎和夫少年は

野球が大好きだったが、心臓肥大のため小学４年で入院、偶然病院に立ち寄った王選手が病室に寄っ

てサインをして励ましたが、亡くなってしまった。彼の墓はバットを抱いた地蔵の姿で「ホームラン

地蔵」と名づけられた。『海徳寺寺報』より 次回はこの先の品川宿についてだあ。 


